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この度、大変光栄なことに、令和 4 年度分子科学会賞受

賞の栄誉に恵まれました。受賞業績題目は、「分子性物質

における電子機能開拓」です。分子科学会のホームページ

によると、「対象者は、分子科学研究分野において特に独

創的で新たな研究領域の創成に結びつく質の高い研究成果

をあげ、分子科学の発展に長年寄与したと認められる研究

者」ということです。 

本テーマである「分子系を対象とした新機能開拓」は私

のライフワークであり、魅力ある機能を有する分子を集積

させたときに発現する、分子ならではの新機能を開拓する

ことを目指し、研究を進めてきました。これまでの研究室

のアクティビティーが認められたことを大変嬉しく思うと

ともに、共同研究者である研究室のメンバー、および所

内・所外の研究者の皆様に、心より感謝致します。また、

この賞に推薦下さいました京都大学理学研究科化学専攻の

鈴木俊法教授、および分子科学会の選考委員会に御礼申し

上げます。 

 

分子を基盤としたπ電子系機能物質は、伝導性・磁性・

誘電性等を併せ持ち外部刺激に対して巨大な応答を示す物

質として、20 世紀に人類が生み出した優れた機能物質群

の一つとして広く認知されています。高度な機能性を持つ

新奇分子性物質の発見と機能発現機構の学理構築は、21

世紀の持続可能社会の建設に向けて、さらにその重要性を

増しています。本研究では、分子の物性パラメーター(酸

化還元能、酸塩機能、分子の形状、分子軌道とエネルギー

準位、キラリティー、水素結合・配位結合能、分子配列

等)を巧みに制御する独自のアプローチによって多数の革

新的機能性分子性物質を開発し、当該分野の開拓と学理構

築を進めました。特に、1)強相関π電子系超伝導体の発見

[1,2]、2)電荷秩序系分子性導体の系統的なπ電子機能の

制御と電場応答効果の発見、3)電子機能と水素機能が結

合した新機能の創成[3-5]においては、分子系物性におけ

る従来の枠組を大きく拡げました。 

 

現在は、1), 2)の発展系として強相関から弱相関電子系

まで、系統的に幅広く制御が可能で、低分子と高分子の間

に位置するオリゴマー伝導体の開発、物性研究による学理

構築、企業との共同研究による薄膜エレクトロニクスへの

展開を進めています。これまでの低分子性伝導体の学理を

踏まえ、新物質であるオリゴマー伝導体の学理構築から、

材料への基礎研究にも踏み込んでいこうと思っております。

分子系物質・材料において、新たな量子物質および機能性

物質としての魅力を引き出そうと思っておりますので、今

後ともどうぞよろしくお願い申し上げます。 

 

 

 

図 第 13 回（令和 2022 年度）分子科学

会賞を分子科学会長から授与。 
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